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平成２８年度 第１回生涯学習センター運営審議会 会議録 

 

１ 開催日時 平成２８年７月７日（火） １３時３０分～１５時 

 

２ 開催場所 人材かがやきセンター ５階研修室 

 

３ 出席委員 １７名 

丸山委員長，大矢副委員長，竹内委員，伊藤委員，近藤委員，岩戸委員，大金委員， 

増渕委員，石塚委員，髙岡委員，荻原委員，小林委員，板橋委員，栗原委員，矢口委員，

宇賀神委員，斎藤委員 

 

４ 会議の公開・非公開の別 公開 

 

５ 傍聴者  ０名 

 

６ 内 容 

 ・ 報告事項 

⑴ 平成２８年度生涯学習センター運営審議会の審議内容について 

⑵ 宇都宮市民大学運営協議会への委員推薦について 

⑶ 平成２７年度生涯学習センター事業運営の評価について     

７ 発言の要旨 

 

丸山委員長 

 

 

事務局 

 

丸山委員長 

 

丸山委員長 

 

 

 

事務局 

 

丸山委員長 

 

 

 

 

まず ４議事（１）平成２８年度生涯学習センター運営審議会の審議内容につい

て事務局から説明をお願いします。 

 

【資料について説明】 

 

 ただ今の説明について，ご意見・ご質問がありましたらお願いします。 

 

 意見がないようですので，この件につきましては以上といたします。 

次に議事（２）の宇都宮市民大学運営協議会への委員推薦について，事務局より説

明をお願いします。 

 

【資料について説明】 

 

ただいま事務局から説明があったとおり，宇都宮市民大学運営協議会からは 

長谷川委員に継続してほしいとの意向があるとのことです。 

継続については，長谷川委員もご理解いただいているとのことですので，引き続

き長谷川委員にお願いするということで，いかがでしょうか。 
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各委員 

 

丸山委員長 

 

 

丸山委員長 

 

 

事務局 

 

 

丸山委員長 

 

伊藤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

伊藤委員 

 

 

 

 

 

 

異議なし 

 

ありがとうございました。では，そのように決定したいと思います。なお，長谷

川委員には事務局より報告をお願いします。 

 

 次に，議事（３）の「平成２７年度生涯学習センター事業運営の評価について」 

事務局から説明をお願いします。 

 

【資料について説明】 

【各センター所長による説明】 

 

ただ今の説明につきまして，ご意見，ご質問がありましたらお願いします。 

 

生涯学習センターにおける講座開催の軸足は人づくり，地域づくりにあるのかな

と解釈しました。この目的を達するための手段として，各種団体の連携が明記され

ており，これは非常にいいことだと思いました。そこで，連携についての考え方で

すが，講座を企画する段階から，どんな内容の講座をしたら市の趣旨に沿った講座

ができるのかと相談していくのが連携だと思うのですが，依頼した講師の所属先を

連携先として扱っている講座もあるのではないでしょうか。連携団体という定義を

しっかりしなくてはいけないと考えます。 

また，「人づくり」「絆づくり」「地域づくり」をするためには，まちづくりに力を

尽くしている団体との連携を進めるべきじゃないでしょうか。企画段階から様々な

意見や知恵を貸してもらえる団体をリストアップしてもらえれば生涯学習センター

も依頼がしやすくなると思いますし，生涯学習センターと団体で相談しながら講座

を作り上げていけば，市民にとって有意義な講座になると思います。 

 

団体連携については，例えば「特殊詐欺被害」が地域の課題として出てきて，ま

ちづくり協議会から生涯学習センターに「特殊詐欺の講座をやろう」という提案が

出される，といったように，地域発意で講座が企画されるのが理想であると思って

います。しかし企業でも出前講座を実施しているところがありますので，生涯学習

センターが企画したいものと出前講座の内容が一致するなど，企業との共催も立派

な連携であると考えています。 

 

連携講座というのは，企画段階から団体が携わっていくものだという考え方を周

知徹底していただければ，より地域に密着した講座ができると思います。 

子育て世代対象事業ののべ参加者数のうちで子どもの参加者数を記載したのは意

義深いことだと思います。生涯学習センターによって偏りが出るなど，統計をとる

ことでいろいろなことが分かるので，今後も引き続き取っていってほしいと思いま

す。 

子育て世代対象事業の欄を見ると，子どもの数と比較して延べ参加者数が多いよ
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事務局 

 

 

 

 

 

丸山委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石塚委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩戸委員 

 

 

姿川生涯学習

センター所長 

 

 

うですが，子どもを連れてきていない親が多いという理解でよいのでしょうか。 

 

 子どもの参加者数については，「子育て世代対象」のうち，対象に子どもが含まれ

る講座のみ記載しております。また，青少年対象事業における子どもの参加者数に

ついては，参加者はすべて子どもですので，配付資料に記載されている子どもの参

加者数については削除いたします。なお，次年度以降は精度の高い数値をお示しで

きると考えております。 

 

私は大学にいるので講座の受け入れを行っている側ですが，宇都宮大学の地域デ

ザイン科学部をはじめ，大学でも地域の方々との連携が進んでおります。また，大

学のほうから地域に積極的に出て行って地域の課題解決に取り組み，その際に生徒

を参加させるということも行っています。大学側も呼ばれたから講師に行く，とい

うことではなく，いろいろな形で連携を取って，積極的に動いているのですが，情

報が共有できないというのが現状です。 

また，作新学院大学では「とちぎ学」などをテーマにして研究しています。県内

の大学で地域を研究している人のデータベースも作っているのですが，そういうこ

とが広がらない，ということがあります。講座の企画段階から大学側と話し合うと

いうことはいいことだと思いますので，生涯学習センター所長にはネットワーク作

りに取り組んでいただいて，後任に申し送りする記録を残したり，地域の人と一緒

に行って関係を継続させていくといったようなことをしてもらえれば，大学も関わ

りやすくなります。ネットワークづくりを巻き込んでいく，一緒に考えていくこと

が重要だと思います。 

 

私は姿川地区青少年育成会をやっていますが，この数字にあらわれていない事業

も多くあります。例えば５・６年生を対象にしたリーダー訓練では終了すると育成

会長名と生涯学習センター所長名の連名で修了証を出しているし，花いっぱいコン

クールも審査を合同で行って表彰しています。このように，数字に表れていない事

業も現実にあります。まちづくり協議会についても姿川地区は安心安全や健康福祉，

健全育成など，６つの部会に分かれて，例えば安心安全部会では地域のみなさんを

呼んで，地域の安全を学ぶといった事業を行っています。そのような，地域の事業

で生涯学習的な取り組みを入れていくと，広がりのある取り組みを紹介できると思

います。 

 

「男の料理教室」に興味があるので，どのように企画・実施しているのか，実施

している生涯学習センター所長に具体的にお話を伺えればと思います。 

 

「男の料理教室」については，地域についても理解の深い，姿川地区の食生活改

善推進委員会の方を講師に招いて実施しています。男の料理ということで募集はし

ていますが，男性だけでは定員は集まらないので，実際は女性も参加しています。

特に男性は料理を作る機会が少ないので，料理を作りながら地域の人と親交を深め
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小林委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

竹内委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

竹内委員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

ていただくことで，地域への理解を深めてもらう，地域づくりデビューのきっかけ

づくりとしてもらうことを目的に行っています。事業の見直しは検討していますが，

料理教室というやり方は継続していこうと考えています。 

 

資料の中にＶスタッフ企画講座とありますが，Ｖスタッフとはどのようなもので

しょうか。 

 

一昨年に，生涯学習コーディネーター制度をより発展的により活用していただく

ために，講座企画運営ボランティアスタッフ，Ｖスタッフという事業に変更いたし

ました。活動内容は同じですが，今までは中央・東・西・南・北と上河内・河内の

７生涯学習センターのみで講座の企画・運営を行っていたところ，今年度から１８

生涯学習センターに活動範囲を広げたところです。 

 

重点項目「ウ．学習情報拠点としての充実」についてです。生涯学習課としてど

う充実させていくか，という考え方を示しているという理解で良いのでしょうか。

学びたい人にとって，生涯学習センターに直接質問をしに行くのは敷居が高いので，

パソコンでどんな講座をやっているかを知らせるというのは第一段階として重要な

ことだと思いますので，引き続き力を入れていただきたいです。 

 

学習情報拠点としての充実については，ご指摘のとおりだと考えています。 

また，情報提供の重要性についても認識しているところなので，今後も講座情報が 

最も手厚いマナビスやホームページ，広報うつのみやはもちろん，新規の講座やタ 

イムリーな講座は募集記事や開催の様子が記事になることも見込めますので，プレ 

スリリースなども活用しながら，生涯学習センターの存在そのものや講座の周知に 

ついては一層力を入れていかなくてはならないと考えております。 

 

学んだ人材の活用についてですが，講座修了後，受講者がどのように地域に入っ

ていくのかを追跡調査してほしいと思います。地域に入っていくことはなかなか難

しいので，最初の企画段階から地域の人と講座の企画を考えていければより効果的

なのではないかと思います。「地域講座をやりました，さあ地域に出ましょう」とい

う考え方は難しいところがあると思いますので，はじめから地域の人と一緒に講座

を考えるようなやり方で進めてほしいと思います。 

 

講座修了後の人材の地域への活用については，生涯学習課としても基本的にはそ

の先の地域での活動を見据えて地域のことを学ぶ，というように一体的に地域学の

講座を実施するよう生涯学習センターに周知しております。また生涯学習センター

はまちづくり機能も併せ持つため，今年度よりまちづくり所管課と合同で，講座担

当者向けの研修を開始しており，横断的な組織体制で事業を展開できるよう進めて

いきたいと考えております。 
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丸山委員長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

事務局 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございました。他に無いようですので，この件につきましては以上と

いたします。 

以上をもちまして，本日予定いたしました議事は全て終了いたしました。委員の

皆さまには，円滑な会議の進行にご協力いただきまして，ありがとうございました。 

それでは，進行を事務局に戻します。 

 

それでは，「５ その他」に移らせていただきます。 

 

【配付物及び次回の会議日程について説明】 

 

本日は丸山委員長を始め，委員の皆様，長時間のご審議誠にありがとうございま

した。以上をもちまして，平成２８年度第１回宇都宮市生涯学習センター運営審議

会を閉会いたします。 

 


